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Ｒ７横浜市学力・学習状況調査結果について 
 

 寒冷の候、皆様方におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 さて、Ｒ７横浜市学力・学習状況調査結果について、分析したことをまとめました。児童の実態を踏まえて支援していけるよう日々の教育活動に生かして参ります。 

 

【円グラフの見方】   ◆青色＝学力状況調査の結果  ◆黄色＝学力意識調査の結果  ◆赤色＝生活意識調査の結果 

 

 

調査結果 分析 調査結果 分析 

学校全体 

 

 全体の結果から、本校の児童の学力は、全体的に横浜市の平均

を上回っていると読み取れる。一方、生活や学習に対する意識は、

高い学年とそうでない学年があるなど、偏りが見られた。 

 この結果を受け、児童が学習する意味を見出せるようにする必要

があると考える。どの学年においても、今の学習がどんなことにつな

がっているのか、こちらから伝えたり考えさせたりしていく。また児

童が、「分かった」「楽しい」と思える授業を目指して、学年の中で情

報を共有しながら教材研究をしていくようにする。 

４学年 

 

 第４学年は、学力状況については横浜市の平均より上回ってい

ることが読み取れる。生活意識についても、平均に近い値を示し

ており、生活習慣などが整った児童が多いことがうかがえる。学

習意識には、教科によるばらつきが見られる。 

 今後は、教科の特性に基づいた面白さに気付けるような体験的

な学習をもとに、他者や社会と関わる場を設定していくとで、必要

感のある学びを目指していきたい。 

６学年 

 

 第６学年は、学力について、全体的に横浜市の平均を上回ってい

ることが分かる。特に、算数は他の教科より上回っていた。しかし、

学習に対する意識については、横浜市の平均よりも低い。このこと

から、問題意識や学習意欲が低いと考えられる。したがって、今後

は、どの教科でも、更に主体的な学びができるように、児童の思い

を生かした学習内容や学習形態を工夫していきたい。 

３学年 

 

第３学年は、学力において算数は平均であり、国語はやや下回

っていることが読み取れる。しかし、学習意識において国語は平

均より高いことから、学習に対する意欲はあるので、意欲を生か

す手立てを大切にしたい。学習したことを生かせる場面を設定し

たり、個別にかけながらスモールステップで自信をもてるようにし

たり、実態に合わせて支援をしていくようにしていきたい。 

５学年 

 

第５学年は、学力が全体的に横浜市の平均より高く、生活に対す

る意識も安定していると読み取れる。特に、総合的な学習の時間に

対する意欲が高く、「人・もの・こと」と関わり合いながら活動してい

くことの充実感や達成感を味わっている様子が見て取れる。 

 どの教科も学習意識が高く、さらなる学力の定着が期待できるた

め、自分の考えを説明したり、仲間と意見を伝え合ったりする活動

を充実させたり、児童自身が「できた」という実感を味わったりでき

るような支援や指導の工夫をしていきたい。 

２学年 

 

第２学年は、学力において国語も算数も横浜市の平均を上回

っていることから、学習内容を一つ一つ丁寧に身に付けてきた成

果であると考えられる。学習意識調査では、「自分の考えをもっ

て、クラスの友だちと話し合っている」「問題を解決する時には、じ

っくりと考えてから、決めるようにしている」と感じている子どもが

いる一方で、相手に分かりやすく伝えることや難しい問題に対し

て自信をもちにくい様子も見られた。 

 今後は、できた・分かったという経験を積み重ねながら、学ぶ意

欲や自信を育てていきたい。 


